





















































て お り、 海 外 で は Omega（『 オ メ ガ 』）、
Thanatology（『死学』）、Death Studies（『デス・



































（1） から （4） は自閉症の障害特性に固有の反

























中男性 54 名、女性 1 名、不明 1 名であった。
年齢は 5 歳から 39 歳までの範囲で、10 歳か
ら 20 歳までの範囲に 72.7% が含まれ、平均
値は 16.7 歳であった。知的障害については、
「ボーダー」が 3.6%、「中度」が 28.6%、「重度」












取り上げるのは （1） と （2） に対して「ある」
と答えた場合の自由記述の内容である。

























No. 年齢 知的障害 葬儀での様子 カテゴリ
1 幼児 なし・ボーダー 何も分からないようだった。 理解なし











5 幼児 なし・ボーダー たくさんの親戚の人に会いテンションが上がってしまい、和尚さんの計らいでロビーのソファーで立ち会った。
興奮・
混乱
6 幼児 中度 まだ理解できていなかったようで、いつも通りな感じだった。お寺も初めて行ったので、広い所を走りたかったようだった。
理解なし
多動
7 幼児 中度 お葬式の場では読経や木魚などが面白かったのか転げ回って笑ってしまい、すぐ退場した。 多動





9 幼児 中度 特にいつもと変わりなく、何かを思い出し、ニコニコしたり、はねたりしていた。 多動






































17 児童 重度 お父さんが一緒だったので、がんばって静かにしていようと努力した。 平静































20 青年 なし・ボーダー 一緒に住んではいなかったが、とても悲しんで、涙を流していた。 悲しみ
21 青年 中度 あまり言葉を発することなく、静か。葬式は認識していた。 平静






24 青年 中度 父親と一緒にいたので、わりと落ち着いていた。 平静
25 青年 重度 落ち着いていた。「寝ている？」と聞いてきたので、「天国へ行った」と答えた。それ以上のことは聞いてこなかった。
理解なし
平静
26 青年 重度 火葬前に対面したが、興奮することなく「しんだ？」と聞いていた。 平静
27 青年 重度 慣れない場所で落ち着きがなかった。 多動





No. 年齢 知的障害 葬儀での様子 カテゴリ
4 20 なし・ボーダー 亡くなってしばらくたってから、部屋にいたとか言うことがあった。 部屋















9 14 中度 じいちゃんが骨になった。もう会えない。天国に行った。 天国骨
12 11 なし・ボーダー 言葉としては「どうしているかなあ（天国で）…」の程度だが、いろいろ考えている様子はある。
追慕
天国





















21 38 中度 祖母といることが多かったため、小学校の時の思い出とか話すことがある。 追慕
23 21 中度 自閉症なので、「何で死んだ」「何の病気」と同じ話を繰り返す。それを何十回も毎日のように聞く。 同じ話
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